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　 　 【 請 求 項 １ 】
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【 化 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ こ で 、 ｎ は 0ま た は 1で あ り ；
Ｒ 1 お よ び Ｒ 2 の 夫 々 は 水 素 、 Ｃ 1 ～ Ｃ 4 ア ル キ ル 、 ハ ロ ゲ ン で あ り ；
Ｒ 3 は 水 素 、 Ｃ 1 ～ Ｃ 4 ア ル キ ル 、 ヒ ド ロ キ シ 、 Ｃ 1 ～ Ｃ 4 ア ル コ キ シ で あ り ；
Ｒ 4 は 水 素 、 Ｃ 1 ～ Ｃ 4 ア ル キ ル で あ り ；
Ｒ 6 は 水 素 、 置 換 も し く は 非 置 換 の Ｃ 1 ～ Ｃ 1 2 ア ル キ ル 、 Ｃ 6 ～ Ｃ 1 2 ア リ ー ル 、 Ｃ 7 ～ Ｃ 1 2 ア
ラ ル キ ル 、 ま た は Ａ － Ｎ － Ｒ 9 Ｒ 1 0 で あ り （ 但 し Ｒ 1 、 Ｒ 2 、 Ｒ 3 お よ び Ｒ 4 が 水 素 原 子 で あ
る と き 、 Ｒ 6 は メ チ ル で は な い ） ；
　 　 こ こ で 、 Ａ は 置 換 も し く は 非 置 換 の Ｃ 1 ～ Ｃ 1 2 ア ル キ ル 、 置 換 も し く は 非 置 換
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　 　 の Ｃ 6 ～ Ｃ 1 2 ア リ ー ル 、 ま た は 置 換 も し く は 非 置 換 の Ｃ 7 ～ Ｃ 1 2 ア ラ ル キ ル で あ り 、
　 　 Ｒ 9 お よ び Ｒ 1 0 の 夫 々 は 独 立 に 水 素 、 Ｃ 1 ～ Ｃ 1 2 ア ル キ ル 、 Ｃ 6 ～ Ｃ 1 2 ア リ ー ル 、
　 　 Ｃ 7 ～ Ｃ 1 2 ア ラ ル キ ル 、 Ｃ Ｏ Ｏ ｔ Ｂ ｕ 、 ま た は イ ン ダ ニ ル で あ る 。
　 　 【 請 求 項 ２ 】
　 （ rac） － Ｎ － （ ２ － ア ミ ノ ア
セ チ ル ） － １ － ア ミ ノ イ ン ダ ン Ｈ Ｃ ｌ 、 （ R） － Ｎ － ア セ チ ル ア ミ ノ イ ン ダ ン 、 （ R） － Ｎ
－ ア セ チ ル ア ミ ノ イ ン ダ ン の 塩 、 お よ び （ S） － Ｎ － ホ ル ミ ル ア ミ ノ イ ン ダ ン か ら な る 群
よ り 選 択 さ れ る 化 合 物 の 。
　 　 【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の で あ っ て 、 前 記 患 者 は ヒ ト で あ る 。
　 　 【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の で あ っ て 、 前 記 化 合 物 は 、 塩 酸 塩 、 メ タ ン ス ル ホ ン 酸 塩
、 エ チ ル ス ル ホ ン 酸 塩 、 お よ び 硫 酸 塩 か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る 。
　 　 【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の で あ っ て 、 前 記 塩 は 塩 酸 塩 で あ る 。
　 　 【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 化 合 物 は 、 経 口 投 与 、 腹 腔 内 投 与 、 非 経
腸 的 投 与 、 局 所 投 与 、 経 皮 投 与 、 直 腸 投 与 、 鼻 腔 内 投 与 、 ま た は バ ッ カ ル 投 与 に よ り 投 与
さ れ る 。
　 　 【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の で あ っ て 、 前 記 治 療 的 有 効 量 は 30 mg/kg～ 150 mg/kgで
あ る 。
　 　 【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 ７ に 記 載 の で あ っ て 、 前 記 治 療 的 有 効 量 は 30 mg/kg～ 100 mg/kgで あ る
。
　 　 【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 ８ に 記 載 の で あ っ て 、 前 記 治 療 的 有 効 量 は 30 mg/kg～ 75 mg/kgで あ る 。
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【 請 求 項 １ ０ 】

請 求 項 ２ に 記 載 の 使 用 で あ っ て 、 前 記 化 合 物 は 、 （ rac） － Ｎ － （ ２ － ア ミ ノ ア セ チ ル
） － １ － ア ミ ノ イ ン ダ ン Ｈ Ｃ ｌ で あ る か ； ま た は

前 記 化 合 物 は 、 （ S） － Ｎ － ホ ル ミ ル ア ミ ノ イ ン ダ ン も し く は （ S） － Ｎ － ホ ル ミ ル ア ミ
ノ イ ン ダ ン の 塩 で あ る か ； ま た は

前 記 化 合 物 は 、 （ R） － Ｎ － ア セ チ ル ア ミ ノ イ ン ダ ン も し く は （ R） － Ｎ － ア セ チ ル ア ミ
ノ イ ン ダ ン の 塩 で あ る 使 用 。

【 請 求 項 １ １ 】
請 求 項 １ ０ に 記 載 の 使 用 で あ っ て 、 前 記 化 合 物 は 、 塩 酸 塩 、 メ タ ン ス ル ホ ン 酸 塩 、 エ チ

ル ス ル ホ ン 酸 塩 、 お よ び 硫 酸 塩 か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る 塩 で あ る 使 用 。
【 請 求 項 １ ２ 】

請 求 項 １ １ に 記 載 の 使 用 で あ っ て 、 前 記 塩 は 塩 酸 塩 で あ る 使 用 。
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